
迎古夢旅 4630：イベリア半島・静寂の湖水 P168 

 

 

 
 

 



上記のような、何でもない湖⽔の光景だが、 

⽔⾯、鏡の如し。⼤好きな、無⾵の瞬き。まさに瞬きで、すでに次の瞬間。別の光景に。 

下記、塔の影が⽔⾯にくっきりとはいかない。期待したが、叶わなかった。 

こだわりとの戦い、光も不⼗分。妥協の画像記録だが・・・ 

時間が、あ〜と⾔う間に過ぎる。街を訪ねたのは⾔うまでもない。 

素敵な体験と、画像記録が残った。 

 

 

 


